










一 エ リオ ッ トの ニ ヒ リズム ー
田 口 哲 也
I saw the inconceivable mystery of a soul that 
knew no restraint, no faith, and no fear, yet 
struggling blindly with itself. 
       (Joseph  Conrad  : Heart of  Darkness)1)
西洋における詩入は ちょっと東洋 と違います。西洋の伝統 は三干年,四 千年
前か らの伝統で,ず っと続いて きています。西洋の詩人は神話家です,神 話 を
作 る人です。始めて神話を作った人は,勿 論名前 もわか りませんが,歴 史時代
になるとそ ういう主な西洋の詩人はわかっています。ホーマー,ダ ンテ,ゲ ー
テ,そ うい う主 な詩人達は,た だ歌ではなくて,神 話を作って来 ました。神話
とい うものは,そ の時代の文化,人 間が無意識に持っている思想,無 意識に持
っているイメー ジをいい表わしたものです。その文化のはっきりは見 えない,
半分無意識に起 っている問題 を統一 して,ま た昔か ら流れて きて,昔 か ら受継
いできた神話 とか,イ メージとか,思 想とか をうまく結びつけて,そ の新 しい
時代,新 しい人間の方向を次々 と作 り出し,示 す ものです。
これ はTheWasteLandの詩 人,T・S・ エ リオ ッ トの言葉 では な く,
我 々の時代 の詩 人,Turtlelslandを書 いたゲー リー ・スナ イダー の 日本語
に よる発言です2)世代 間の 断絶 が叫ばれ,伝 統の衰弱 が危機的に 取 りざた
されて も,ど っこい西 洋の詩 人たちは 自分 たち を"三 千年,四 千年"と 続
いてい る伝統 の中に置 いて仕事 を続 けてゆ こ うとしてい るよ うです 。過 去
の達 成 を破壊 す るのが 進歩 であ ると考え た り,伝 統 を偏狭 な東洋思 想に閉
じ込め た り,甚 だ しきは伝 統 を風流 と取 り違 えた りす る我 々 と彼 らの間に
あ る取 り除 き難い相違 は,ル ネ ッサ ンス をは じめ として,数 々の歴 史の修
羅場 を く ぐり抜 けて来 た彼 らが 自らの血 と引 き換 えに して手 に入れ た歴 史
意識 を手放 そ うとは しないのに対 して,我 々が もともとその ような歴 史意
識 とは無縁 の道 を歩ん できた とい う ところにあ るのでは ない で しょうか。
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スナ ィダー の 発言 を私 な りに"曲 解"す るな らば,西 洋 に於 け る一級 の詩
人 とはパー ソナ ル な問題 をさらに入間全体への 問題へ と普遍 化す る者 とい
うこ とに な ります 。言 いか えれば,深 い歴 史意 識 を持 ち,人 間の運命 に無
関心 では い られ ない者 のこ とです。
極 めて倫 理的 な詩 人,T・S・ エ リオ ッ トもまた,人 間の運 命に無関心
ではい られ なか った故に,サ ンボ リズム に育て られ,サ ンボ リズムの支配
を終生受 け なが ら,詩 が詩 自体 で完結す るこ とを認めず,カ トリック詩 人
へ と転 身 してゆ きます 。彼 もまた古来か らの神話,イ メー ジ,思 想な どを
うま く利用 して,彼 の時代 に生 きる同胞 に彼の時代 に"半 分無意 識"に 自
覚 された問 題 を提示 し,新 しい生 き方 を示 してい った と言え ます。 それが
果 して正 しい ものだ ったのか,ま た彼の伝統 論が どの よ うな もの であった
のか は別に して,エ リオ ッ トが 彼一 流の特異 な仕 方 で歴 史に,人 間の運 命
に コ ミッ トして いった こ とは誰 しも認め ざる を得 ない事実 であ り,彼 もま
た 黙三千年,四 千年"と 続 く伝統 の中の一詩 人で あった ことは確か です。
この小論 は,エ リオ ッ トの特定 の作品 を解 明す るこ とを目的 と してお ら
ず,む ろん彼 の思想や文 学全体 を問 うもの ではあ りませ ん。 この小論 の も
とも との 出 発点 はTheWasteLand中のあ る謎め い た詩行 の解明に あった
のですが,象 徴 を解 くうちに彼の時代 の 黙半分無 意識"に 自覚 され た問題,
す なわちニ ヒ リズム の,あ る特殊 な発生 の現場 に図 らず も立 ち会 うこ とに
な って しま ったのです 。人間全体 の問題は その基 盤 として個々のパー ソナ
ルな問題 を持 ってい ない限 り,結 局 は空 しい観 念の操作 に終わって しま う
はず です。 エ リオ ッ トが我 々に提示 してみせ た人間の新 しい生 き方は とも
か く,彼 が 体現 したニ ヒリズムは真正 な もの であ り,パ ー ソナルであ る と
同時に 人類 全体 の問題 となってい ます。 それ は虚心 に彼 の作品のひ とつ ひ
とつ を読 んでゆ けば証 明され るはず です 。ニ ヒリズムが いかに入間の 内面
を喰 い荒 してゆ くかは 多 くの二十世紀文学 が明 らかに している とこ ろです
が,本 論 では まず ニ ヒ リズムに予 備的 な考察 を加 えた後,エ リオ ッ トのニ
ヒ リズムの暗い源へ 遡 ってゆ きた い と思 い ます。
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それ では まず 丁加WasteLandのくAGameofChess"から引 いて み ま し
ょう。
                                                 'Do 
You know nothing? Do you see nothing? Do you remember 
Nothing?' 
  I remember 
Those are pearls that were his eyes. 
 `Are you alive
, or not? Is there nothing in your head?' 
                                         But
 0  0 0 0 that Shakespeherian Rag— 
It's so elegant 
So intelligent 
 `What shall I do now? What shall I do? 
I shall rush out as I am, and walk the street 
With my hair down, so. What shall we do tomorrow? 
What shall we ever do?' 
                        The hot water at ten. 
And if it rains, a closed car at four. 
And we shall play a game of chess, 
Pressing lidless eyes and waiting for a knock upon the door. 3)
ニ ヒ リズム とは その語 自身が示 す ように一切 の ものに価値 を認め ない,
そ して最 終的 には 自己 をも否定 してゆ く非常 に ス トイ ックな精神の あ り方
であ って,特 定 の イデオ ロギー と結びつけ ば一切 を破壊 し,最 後に は人間
その もの を抹殺 してゆ く根源 的な暴力 とな る可 能性 を秘 めて います 。初期
のエ リオ ッ トの作 品の 多 くを 占め る否定的 な表 現の 全ては この"無 の思想"
によ って統一 され てお り,世 界が 意味な き反復 として とらえられ てい るこ
とは改め て論 じる必要 もないで しょう。上 の引用は エ リオ ッ トに しては比
較 的理解 しや すい 詩行 に属 し,や や 説明的 な くらいです が,エ リオ ッ トが
ここで 試み たのは 音 によ る現代 の 生の 不毛 の表 現 で あ り,例 の"思 想 を
バ ラの 匂 い を嗅 ぐよ うに"と い う 試み で しょ う。は じめ の"nothing?",
"nothing","nothing"とパ シバ シと次か ら次へ と岩 に打 ち当 たっては砕 け
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てゆ く波 の よ うな問 い,そ れに続 く海 の 底 で 静 かに 揺れ る 海草の よ うな
『テ ンペ ス ト』の一 句,さ らに また激 しい波の よ うな問い掛け の後,つ い
に詩 人の胸 は文字通 り砕け てあ る遣 る瀬 無 いラ グタイム ジャズの響 き とな
ります。 そ の次は いや にな る くらい,"何 をしよ うか"と い う言葉が続 き,
"車""チェ ス遊 び"とい う何 もしな い,死 と等 しい現代 人の生が批 判 され,
最 後に ソ ック"を 待つ と結ば れ ます。 ラ グタイム,退 屈,車,室 内遊び,
ノック と来 る と誰 で も思 い 出す のがSweeneyAgonistesです。 このエ リオ
ッ トのニ ヒ リズム極 まる作 品は 彼の置かれ た時代状況の 困難 さだ けが ス ト
レー トに描 か れた作品 で,そ こでは彼の暗 い世 界観だけ が饒 舌に語 られ,
詩 人は なん ら新 しい生 き方 を提 示す るこ とが で きませ ん。表 面上 は軽や か
なこの作 品は,ラ グタイム と同 じく,暗 い影 を背 負 って います。"穴 の中
の虎 よ りも イライラ して いる"(LinesforanOldMan丿詩 人は恐 ろしい
"KNOCK"という言葉 を九 回繰 り返 して この劇詩 を結 び ます
。
否定 的な 認識が どの ように して も癒 され るこ との ない時,例 えば 自然 と
の交 感や,確 固 とした 自我 などが信 じられな くな り,し か もそれ に代 わ っ
て人 間 を支 えて くれ る幻 想 を喪 失 した時,事 物の リア リテ ィを凝視す る詩
人は その時 よ うや くニ ヒリズム を具 現 し始め ることに な ります。
徹 底 的 な 価 値 の 否 定,生 の無 意 味 性 が 叩 きつ け られて いるSweeney
Agonistesに対 して,TheWasteLandやTheHollowMenには,古 くか
ら多 くの研 究者 に よって指 摘 されて いるよ うに,一 種 の宗教 的 自覚 天
国 と対 立す る もの として見 られ る地 獄 が 認め られ るのは確 か です 。が,
か と言 って この二 つ の 作 品 がす ぐ宗 教詩 へ と転 じる もので もな く,ま た
SweeneyAgonistesに代 表 され る否定 的 な世 界の描写 に終始 して いる作 品
群 よ りこの二つ の作 品が優 れて いる理由 として宗教 的 自覚 を強調 しす ぎる
の は どんな もの で しょ う。我 々がThe肱 惚 肋 π4やTheHollowMenか
ら受 け る重 い感動は,そ の よ うな宗教 的な覚 醒か ら来 て いるのではな く,
あいたい
我々に一対一で相対す る詩人の魂の深い挫折に直接起因しているはずです。
自己に とって一切 が否定 されている現実を意識す ることのないSweeney
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Agonistesの有閑婦 人連や,Murderinthe(athedralのカ ンタベ リー の女
たちに とって,SweeneyやBecketのリア リティを突 く言葉が狂人の たわ ご
とか,文 字通 りのナ ンセ ンス以上の意味 を持 たな いよ うに,余 りに も直接 的
なニ ヒ リズムの表現は,ニ ヒ リス トで ない 多くの読者 に とって は謎 で しか
もいたい
あ りませ ん。 しか し,詩 人が読者 ひ と りひ とりに相 対す るよ うな個 の精神
の軌跡 を提 出す るな ら,た とzそ れが ペル ソナ であれ何 であれ,ま たた と
え形 象がいか に難解で あれ,読 者は そ こに 自我 の ドラマ を認 め,名 状 し難
い,象 徴的 な感動 を持 つに至 るで しょう。我 々がエ リオッ トの初期 の作 品
に見 い出すの は,実 は この 自我の ドラマなの であって それ以 外では あ りま
せ ん。エ リオ ッ トにあ っては希 望 ・願望 は実現 以前に無 とな り,無 は絶望
とな り,絶 望 のなかか らまた新 た な希望 が生 じ,そ れが たちま ち無 とな り,
絶 望 とな る,シ ジフ ォスを思 い出 させ るパ ター ンだけが存在 してお り,宗
教 的覚醒 はあ くまで覚 醒の段階 に とど まった ままであ り,圧 倒 的な リア リ
テ ィの前 にはす ぐ無 と化 して しまう実現不 能の願望 にす ぎませ ん。 エ リォ
ッ トの唄 う悲 哀はすべ て この 〈希望 〉→ 〈無〉→ 〈絶望 〉のパ ター ンの表
出です。 それ では何故 に この ような絶望 的 なパ ター ンが詩 人の内部 に発生
したのか につ いて,エ リオッ トの"ト ラの巻"で あ るダ ンテのlnfernoを
手 掛 りに探 ってゆ くこ とに しま しょう。
TheWasteLand中のTheBuriaZoftheDeadの最 後に,実 は余 りよ くは理
解 され ていな い と思われ る刺激 に富む謎 の ような一節 があ ります 。
  Unreal City, 
Under the brown fog of a winter dawn, 
A crowd flowed over London Bridge, so many, 
I had not thought death had undone so many. 
Sighs, short and infrequent, were exhaled, 
And each man fixed his eyes before his feet. 
Flowed up the hill and down King William Street, 
To where Saint Mary Woolnoth kept the hours 
With a dead sound on the final stroke of nine.
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There I saw one I knew, and stopped him, crying:  'Stetson! 
 `You who were with me in the ships at Mylae! 
 `That corpse you planted last year in your garden
, 
 `Has it begun to sprout? Will it bloom this year? 
'Or has the sudden frost disturbed its bed? 
 `0 keep the Dog far hence
, that's friend to men, 
 `Or with his nails he'll dig it up again! 
 `You! hypocrite  lecteur!— mon semblable,— mon  &ere!' 4)
若 い頃 に 『神 曲』 のポケ ッ ト版 をいつ も手 に して いた と言われ るエ リオ
ッ トは我 々 の想像 以上 に ダンテに忠 実です。忠実 とい うのは,ダ ンテがエ
リオ ッ トに とって最 大 の精神的 な支 えで あった と言 うこ とだけで はな く,
表現 形式 に於 いてエ リオ ッ トが ダンテ を最高の規 範 と考 えていた とい うこ
とです。"薄 明の霧 のか か った都市"と い う設定 はPrufrock以来エ リオ ッ
トが好ん で使 う設定 です が,こ れは 外部 的な設定 であ る以上 に語 り手の
櫞 朧"と した意識 の象徴 であ ると考 え る方が いい と思 います。外界 は個
に とって その存在 を証 明で きな いものであ り,い わば個 の知覚 に よって と
らえ られ た現象 にす ぎない もの だ と考え るな ら,"朦 朧"と した意識に映
じる世 界 は非現実 であ るよ り他 ない で しょう。 もっ ともこれは少 し先 を急
ぎす ぎた議 論で,実 際に はエ リオッ トの"直 接経験"(immediateexperi-
ence)をもう少 し吟 味 してお く必要 があ るのですが,こ こでは深入 りしな
い こ とに します。5)
艨 朧"と した意 識の うちに非現実 的な世 界 を垣 間み る とい う設定はエ
リオ ッ トが ダンテのlnfernoから学 んで きたのは明 らか で,ダ ンテはベ ル
ギ リウス と共に地獄 を巡 る間に何度 も意 識 を失 うの ですが,そ もそ も人生
なかば に して暗 い森 に迷 い込んだ時 の意 識はかな り"朦 朧"と した もので
あ ったよ うです。
 Io non so ben ridir com'io v'entrai, 
tant'era pieno di sonno a quel punto 
 the la verace via  abbandonai.6)
110不 毛の地の犬一エ リオットのニ ヒリズム
"朦朧"と した意識 のなか で真 の道 を見失 った ダンテにエ リオ ッ トは 自ら
を摸 してい る訳 ですが,ダ ンテの地 獄 とエ リオ ッ トの 時代 の ロン ドン を重
ね合 わせ た後,死 者 の群 れの 中に見知 ったひ と りを見つ け た語 り手に詩 人
は声 を与 えます。 この,地 獄 で旧知 と会 うとい うパ ター ンもlnfernoによ
くあるパ ター ンですが,エ リオ ッ トは後 に もLittleGidding∬中の変形 の
terzarimyで書かれ た詩行 の部分 で このパ ター ンを踏襲 して います 。 ここ
まで はそれ ほ ど難解 で もないの です が,引 用 符のつい た ところか ら俄然 エ
リオ ッ ト特有 の表現 が見 え始め ます 。
"庭に植 えた死体"
,"そ の苗床 を掻 き乱す 突然の霜","死体 を掘 り起 こ
そ う とす るおせ っか いな犬"と 不気 味な,不 条理 な,謎 め いた イメー ジの
連 続に よって読 者は まず文字 通r)"disturb"され,混 乱 しつつ も無 意識の
うちに ある種 の罪の意識 を感 じ とり,最 後に はボー ドレー ルの仮面 をかぶ
った言葉 で もって我 々は一挙 に偽善者 呼ばわ りされ,語 り手 と同 じく密 か
に罪 を犯 した者へ と転落 させ られて ゆ きます。 この訳 の分 らない うちに読
者 が詩 人の意識 に重 ね合 わ されて しま うエ リオ ッ ト固有の技法 は基本 的に
次 の よ うな もの だ と考 えられ ます。表面 的には無関係 と思われ るよ うな,
しか し実際 には緻密 に計算 された象徴性 の高 い形 象の連 続で もって あ らか
じめ読 者 の心 を感応 してお き,最 後の"パ ンチ ライン"で 我々 を驚か しつ
つ,不 条理 を不 条理 の まま認め させ るよ うに仕向け ます。詩の一行 と次 の
一行 との 間には,ですか ら,無 限の論理 の飛躍が ある訳ですが,そ の飛躍 を
補 うもの として 象徴 が用意 されてい ます 。
我 々 としては,象 徴は象徴 として 了解 してゆけば それで詩 を読 むに あた
ってはな ん ら支障が ないわけ であ り,ま た詩 人 も象徴 に意味 を付与 す るこ
とを禁 止 してい るのですが,小 論 の 目的が詩 人の暗 い内面へ の逆行 であ る
以上,あ えて この禁 止 を破 り,"死 体"と"犬"の 正体 を白 日の下 に曝 さ
な くては な りません 。この作業 の上 で最 も貴重 な資料 を提供 して くれ るの
が,エ リオ ッ トの第 二詩 集に収め られて いるDaresleRestaurantです。
この作 品 はす でに 『沙漠の 中心』 の著者,寺 田建 比古氏 に よって充分解
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明 されて い ますが,寺 田氏に よ る と,「 この詩 もまた,劇 的構 成に よる,
無 意識我(給 仕)と 意 識我(客)と の対話 形式 におけ る詩 人の独 白」 とい
うこ とに な ります。7)つま り故郷 での幼 少期 の思 い出を得 意に なって無反省
に語 るウェ イ ターが詩 人の無邪 気 な無意識 な内面 を代表 し,何 ら語 るべ き
過去 を持 た な い,ウ ェイ ター を"Bayard,baveux,alacroupearrondie"
とか,"Maisalors,vieuxlubrique"と罵 るだけの語 『)手が批判 的な,攻
撃 的な,意 識 的な 自我 を代 表 してい る典型 的な 自我 の ドラマです 。
ウ ェイ ター は,田 舎 で小 さな時に彼 よ りもまだ幼 い女 の子 と遊 んでいて
雨に あい ます 。二 人は柳 の木の下 で雨宿 りをす るの です が,そ こで女の子
を くす ぐっ てい る うちに彼は"力 があふれ,我 を忘れ る一 瞬"を 味わいつ
つあ った と言 い ます。
 ` Je la chatouillais, pour la faire rire. 
 J'éprouvais un instant de puissance et de délire.' 
  Mais alors, vieux lubrique, à cet  âge.  . . 
 `Monsieur, le fait est dur. 
  Il est venu, nous peloter, un gros chien; 
  Moi j'avais peur, je l'ai quittée à mi-chemin. 
  C'est dommage.' 8)
黙そん な年 で"と 語 り手が舌打 ち してい るこ とか らも,こ の"uninstant
depuissanceetded駘ire"とい うフロベ ール風 の言い回 しが1生的な絶頂 を
暗示 して い るこ とが推 測で きますが,注 意 したいのが"駱rouvais"とい う
動 詞 です 。一 匹の犬がや って来 て幼 い二 人 を引 き離 し,ウ エ イ ターが,
"C'estdommage"と忌々 しそ うに回想 してい るの です か ら
,こ の"駱rou-
vais"冒とい う動詞 の 直説法半過 去 は 未完 了,す なわ ち 試み て 実現 で きな
か った行為か,あ るいは企て た行為 の 中断のいずれか を表わ してい るはず
です 。突 然の闖入者 であ る犬 のために ウェ イターの 〈絶 対的幸福 〉は永遠
にpotencyのままで記憶 に残存 す るこ とにな ります。
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雨(あ るいは水),花(あ るいはバ ラ園),少女(あ るい はLady),闖入者
としての犬(あ るいはtempterやfuryや過去の幻影や,あ るいは病 的な ま
で に過度 の 自意識),これ らが エ リオッ トの作品 の基 本的 な形 象 を形 成 して
い るこ と,さ らにエ リオ ッ トに生涯つ いて回 った 〈愛の不能〉.とい う悲劇
的 な認 識 を再 度思 い出すな ら,DansleRestaurantでウ ェイター に よって
語 られ た部 分が詩 人の原風景 乃至 は原体験 にな って い ることは明 白です。
詩 人の 内部 に深 く沈 潜 し.たか と思 われ るこの原風景 は時折 何の脈絡 もな く,
ま るで 発作 の ように 詩人 を苦 しめ ます。雨 ・少女 ・花 と言 った味 わ いっ っ
あった,実現途上 の まま記憶 に押 しとどめられた幸福 はLafigliaChePiange
か らTheEldeyStatesmanまで何度 も繰 り返 され ます が,そ の幸福 を妨 げ
た犬 につい ては一度,TheFamilyReunionの第二部 第三場 でCharlesに
こ う語 らせ るだけ です。
I thought that life could bring no further surprises; 
But I remember now, that I am always surprised 
By the bull-dog in the Burlington  Arcade.9)
こ こで我 々は再 びTheBurialoftheDeadに戻 って論 点 を整理 して ゆ くこ
とに しま しょう。す でに明 らか になった よ うに,"庭 に植 えた死体"と は
過去 の秘密,す なわ ち犬 とい う外的 な妨 害者の ために未完 成の まま放棄 し
た愛 であ り,そ の愛 を象徴す る少女 です 。その少女 が実在 したのか ど うか
い うこ とは この際 どうで もよい事 であ り,重 要 なのはエ リオ ッ トが,こ の
過去 に対 して変 わる こ とのない感傷 と,な かば オブセ ッシ ョンに近 い原罪
意識 を同時に抱 いてい る点 です。原 罪について言 うな ら,例 えばSweeney
AgonistesのSweeneyは次の よ うに唄い ます 。
I knew a man once did a girl in. 
Any man might do a girl in 
Any man has to, needs to, wants to 
Once in a lifetime, do a girl in  10)
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≪aman‐did"か ら"Anyman-might,/hasto,/needsto/wantsto"へ
の移行 は例 の 自己 と読 者 を強 引に重ね合 わせ てゆ くエ リオ ッ ト特 有の技法
ですが,こ こでは余 りに強 引で,何 の予 備的 な感 応 も用意 されて いないので
か え って こ の原罪意 識がパー ソナルに感 じられて しまい ます。 しか しその
空回 りに もかか わらず,他 者 を精 神的 に,あ るいは物理 的に殺 さなければ
生 きて ゆ くこ との で きな い人間の罪の深 さが 浮 き彫 りにな って いるのは皮
肉な こ とです 。furyに怯 えるTheFamilyReunionのHarryも,また過去
の幻影 に悩 まされ るTheElderStatesmanのLordClavertonも共 に殺 人者
であ った こ とをここで思 い返 さなければ な りませ ん。一度 た りとも他 者 を
愛 した こ とのな い彼 らが反復 回帰 す るの は可能態 として愛 が存在す る幼年
期や 青 年期 の過 去で あ り,無 限に退行 す る彼 らに未来は存 在 しないかの よ
うで さ えあ ります。 しか し,こ の過去 への逆行 は挫 折の再確 認 にす ぎず,
自我 とい う地獄 か ら脱 出す るこ とので きない 自らの運命の覚悟 とな ります。
'死者 の埋 葬"と は結局は"過 去 の埋葬"な の ですが,新 しい生 の第一
歩 を踏み 出 そ う とした時にや って来 るのが病 的な までの 自意識 であ り,そ
の象徴 た る犬 です。TheHollowMenの言葉 を借 りるな ら,こ の犬 は"po-
tency"と"existence"の間に落 ち る影 であ り,詩 人の愛 を妨害す る反 自己
です。L)ansleRestaurantに於け る犬は ダンテ を強 く意識 した外的 な妨 害
者で した。す なわ ちlnferno第一歌 に於け る獣 を摸 した ものです。
E  quai è quei che  volentieri acquista, 
    e giugne  il tempo che perder  lo face, 
    che in tutt'i suoi pensier piange e s'attrista; 
tal mi fece la bestia sanza pace, 
    che, venendomi incontro, a poco a poco 
    mi ripingeva là, dove  il sol  tace.11)
が,TheBurialoftheDeadに於 いては,詩 人が愛 を完 成 させ よ うとす る
間際に登場 す る悪 意 の ない犬が,実 はエ リオ ッ ト版の ウ ィ リアム ・ウ ィル
ソンであ った ことが推 察で きるよ うにな ります 。埋め た過 去 を幾度 も幾度
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も掘 り返 して現在 に突 きつ ける犬は詩 人の反 自己であ り,"monsemblable"
であ り,"monfrere"であ りまし ょう。やや 強 引か も しれ ませ んが,例 の
ボー ドレー ルのパ ンチ ラインは 自己に敵対 す る反 自己への罵 りで もあ る と
考 え られ ます 。 この反 自己は分 裂 を繰 り返 す近 代的 自我の崩壊 を促 す 神秘
であ り,世 界か ら価値 を奪 う根 源的な暴 力に変わ る ものです。後年 エ リオ
ッ トはLordClavertonの口 を借 りて こ う告 白します 。
 ....What I don't understand 
Is why you should take the first opportunity, 
Finding me here, to revive old memories 
Which I should have thought we both preferred to leave unburied.12)
ηセWasteLandを書 いていた時にエ リオ ッ トが熱 く共感 してい たのが
コンラッ ドのHeartofDarknessであったこ とは余 りに も有名 です が,自
我 との格闘 を通 して詩 人 となった クル ツこそが,ダ ンテでは な く,真 にエ
リオ ッ トに とっての"彼 の時代 の主人公"で あ ったこ とは直視 しなけ れば
な らな い事実 です。 コンラ ッ ドに よる次 のよ うな クルツの描写 はその ま ま
不毛 の時代 の詩 人の横 顔 で もあ りましょ う。
Believe me or not, his intelligence was perfectly clear   concen-
trated, it is true, upon himself with horrible intensity, yet  clear;  .... 
But his soul was mad. Being alone in the wilderness, it  had  looked 
within itself, and, by Heavens! I tell you, it had gone mad. 13)
一切 の 幻想 を否定 し,リ ア リテ ィを直視 し続け るな ら,現 代 人は必ず ニ ヒ
リズム の洗礼 を受 け るこ とにな ります。 クル ツが今 なお現代 人の原型 であ
り続け てい るの は,例 えばHeartofDarknessの忠 実な映画化 であ る コッ
ポラの 『地 獄の 黙示録』 ひ とつ を取 ってみて も明 らか なの です が,現 在の
多 くのエ リオ ッ ト批判 も,エ リオ ッ ト賛 美 も,い ずれ もが このニ ヒ リズム
の問題 を無視 して しまってい るのは どんな もの で しょ う。 エ リオッ トが 自
らの肉体 と精神 を実験 台に して我 々に提 示 したのは 己れ の尾 を くわえた蛇
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